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資 料

英国 の知 的障害児教育に お ける カ リキ ュ ラムの 現状と課題

　　　 一 1994 年 か ら 2014 年の文献レ ビ ュ
ーを中心 に 一

米田　宏樹 ・宮内　久絵

　本研究は、過去 20年間に公表 された学術論文 10編 を分析す る こ とに よ り、英 国に

おけ る知的障害児へ の ナ シ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム の 適用の現状 と課題 を考察 した 。 収集

し分析 された論文は 、 大 きく、 カ リキ ュ ラ ム の 内容に関する もの と評価方法に 関する

もの とに分 けられた 。 知的障害児教育 におけるナシ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム履行上の 課題

は、教師集団 の 教科に関する専門性 の 確保 と個 々 の SEN に 応 じた カ リキ ュ ラ ム の 柔軟

性の 確保で あっ た．一
方、評価方法 に つ い ては、ナシ ョ ナル カ リキ ュ ラム が求め る水

準に達 して い ない 児童生徒の 学習到達度を評価する手段として開発 された P ス ケ
ール

が挙げられ、その 評価 の 一貫性が課題 と し て 指摘 され た 。 知的障害児の ナ シ ョ ナ ル カ

リキ ュ ラム へ の ア クセス が卒業後の 自立 と社 会参加 を保障す るこ とに なるか否かにつ

い て 、 肯定する に十分な結果は得られ なか っ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：学習困難　知的障害　ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ ム 　P ス ケ

ー
ル 　イギ リス

1．は じめ に

　障害 の ある人の 権利に関する条約 （Convention

on 　the　Rights　of　Persens　with 　Disabilities以下 ， 障

害者権利条約）で は、イ ン クル
ー

シ ブ教育シス

テ ム の 理念 を具現化するため に 、 個人 に必要な

合理 的配慮の 提供 、 通常教育の 下 で 効果的な教

育 を容易 に する ため に必要 なサポー トの 提供 、

学業的 ・社会的発達を最大 に す る環境 に お い て

効果的で個別化 されたサポー トの 提供等が求め

られ て い る 。

　障害者権利条約におけ る合理的配慮 の モ デ ル

とされ る米国に お い て は、すべ て の 障害児が通

常の 教育 カ リキ ュ ラ ム を学 び 、 学習評価 も通常

教科内容の達成水準 で評価 されなければならな

い とされて い る 。 知的障害 などに よ り学習上 に

困難の ある子 どもに は代替水準の 設定が 認め ら

れ て い るが、そ の 場合で も英語、数学、理科 の

筑波大学人間系

教科内容水準に基づ く代替達成水準で なければ

な らず、生活ス キ ル に よる行動的理解の評価 は

認め られな い 。 米国で は 、 こ の 通常教科の 代替

水準で の 評価が 、 知的障害児 に必要不可欠 な生

活ス キ ル 指導の ような教科外の 指導を希薄に さ

せ る と危惧 され て い る （野 口 ・米田 ， 2012）。

また 、 個 々 の ニ
ーズに対応す る教育内容 ・方法

を提供す る 「特別教育」の 成果が、通常教育の

ス タ ン ダー ドで測 られ る こ とに よ り 「平等」か

つ 「公正」な教育に つ ながるの か 、 通常教 育ス

タ ン ダー ドに 基づ い た教育内容 を提供す る こ と

が 、障害児 の 「自立 と社会参加」 へ 寄与する の

か につ い て も検証が 必要で ある （McLaughlin ，

2010）。

　 と こ ろ で 、 英国にお い て も、 公立学校はす べ

て 単
一の ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム に 従 うこ と に

な っ て お り、特 別 ニ ーズ 教 育 （Special　Needs

Education）で は 「カ リ キ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス

（access 　to　the　curriculum ）」と い う用語が よ く用

一 75一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoclat 二lon 　of 　Dlsablllty 　Sclences ，　Japan

米田　宏樹 ・宮内　久絵

い られ 、 通常の カ リキ ュ ラ ム を障害の ある子 ど

もに も適用 する こ とが重視 され て い る （横尾 ・

渡部，2010）。

　英国で は、1988年教育改革法 （Education・Refomi

Act， 1988）で、教育水準 の 向上、達成 目標、達成

度評価の 基本的な枠組み とな るナ シ ョ ナ ル カ リ

キ ュ ラ ム （教育課程の 国家基準）が 導入 され た。

　 ナシ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム で は 、 生 活年齢 に基

づ き、 各学校段 階を 2段 階 、 義務教育全体
11i

を

4 つ の 段階 （キ
ー

ス テ
ージ 1〜 4）に大まか に

区分し て い る。そ の 学習内容は、  学習プ ロ グ

ラ ム （programmes 　of 　study ：各教科の 内容 と学

習の進 め方）と  達成 目標 （attainment 　targets）

及び水準 （level）か ら構成 され る。達成 目標は、

到達す べ き目標 で あ り、 キース テ
ージ 1 〜 4 を

通 して 8水準で 記述 される が （Fig ．1）、 こ の 達

成 目標水準 はすべ て の 子 どもに
一

様に定め られ

て い るわけで はな く、例 えば、キ
ース テ

ージ 2

で は、取 り組むべ きレ ベ ル は 2 か ら 5、達成 目

標水準は 4 とするな ど、一
人

一
人 の 子 どもにあ

わ せ られる よう緩やか に設定され て い る （横尾 ・

渡部 ，
2010）。 学校 は 各キース テ ージ に 示 され

て い る各教科 の 内容か ら、教える内容 を構成 で

きる。学校は、学期 ご と、学年ご とで、そ の 内

容 を構成する 。 また、各教科 を、別 々 に教 えな

けれ ば ならな い わ けでは な く、 教科 を合わせ て

教え る こ と も可能で ある （徳永 ・宍戸，2004）。

　 さ らに、特別学校 な ど で 学習す る子 ど もで、

特に知 的障害児の 場合、その 教育的な ニ ーズ は

複雑で通常の ナ シ ョ ナ ル カリキ ュ ラ ム が適用 で

きない場合が ある 。 また、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ

ラ ム の レ ベ ル 1の 水準に到達 して い な い 子 ども

の 達成 目標の 評価基準 と して Performance ・Scales

（P −Scales：以下 P ス ケ
ール ）が用意されて い る 。

　 P ス ケ
ール は、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の 各

科 目に 設け られ て お り、各P ス ケ
ール は 8 つ の

達成 レ ベ ル を使用す る こ とに よ り、 ナシ ョ ナ ル

カ リキ ュ ラ ム の レ ベ ル 1 へ と繋が る学習に つ い

て 説明す る。レベ ル P1 〜 P3 は、一般的な達成

段 階 におけ る最 も初期の レ ベ ル を示すもの で、

全教科共通で ある 。 レ ベ ル P4 〜P8 は各科 目 と

関連 した達成度 を示 し て い る （Table　1，
　 Table　3

及 び Table　4 の ア セ ス メ ン トレ ベ ル の欄参照）。

　徳永 ・宍戸 （2004）は、こ の よ うな英国の 仕

組み を、子 どもの 進み具合の 評価 と個 々 の 子 ど

もの ニ ーズ に応 じた教 え方の 工 夫が 可能とな る

仕組み であ る と評 して い る 。

　 そ こ で 本研 究 で は、過去 20年 間 に公表 され

た学術論文を分析する こ とに よ り英国にお ける

知的障害児の 教育の 現状 を 、 特 に ナシ ョ ナ ル カ

リキ ュ ラ ム へ の ア ク セ ス に焦点 を当て て 明 らか

にす る こ とを目的 とした 。

　 なお 英国では 1980年代よ り、知的障害とい う

用語 に代わ り、 学習上 に困難の ある児童生徒 を

表す総称で ある 「学習困難」が用 い られて い る 。

本研究 で は、学習困難 の 中で も、日本で い う知

的障害児 の 多 くが 該当する と考え られ る中度 ・

重度 の 学習 困難 （moderate 　learning　difficulty：

MLD 及 び severe 　learning　difficulty：SLD ）を知

的障害 と称する こ と とする 。

　本研 究 は、文献研 究 で あ る 。 デ
ー

タ ベ ース

ERIc 　 ovidsP を 活 用 し、 ま ず   英 国 （uK ，

England
，
　Britainの い ずれ か）、  ナ シ ョ ナ ル カ

リキ ュ ラ ム （national 　curriculum ）、   知的障害

（moderate 　learning　difficulties，　severe 　learning

difficulties，　learning　difficulties，　intellectual

disabilities，　learning　disabilitiesの い ずれ か）を

キ
ー

ワ
ー

ドと して 検索 を行 っ た 、 知 的障害の

キ
ー

ワ
ー

ドとして moderate 　learning　difficulties及

び severe 　learning　difficulties以外に上 記の 3 つ を

採用 した理 由は 、 論文の 中には国外 の 読者 を念

頭 に 世 界 的 に よ りな じみ の あ る intellectual

disabiliticsや leaming　disabilitiesの 用 語を使用 し

た もの も散見され たため で ある 。 さ らに上記の

検索 に加 え、  P ス ケ
ー

ル をキ
ー

ワ
ー

ドと して

検索 を行 っ た 。 過去 20年間の 文献 レ ビ ュ
ー

で

あ る ため 、 1994年か ら2014年 7 月 ま で に発 行

された 、 査読つ きの 論文に 限定 した 。

皿，知 的障害児の 力 1丿キ ュ ラ ム 研 究の 検索結果

　　とその概要

英国 、 ナシ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム 、知的障害の
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Table　l　Pス ケール の 共通基準と 「読み」の 達成基準の 内容

【全教科共通基準　Pl 〜 P31

P1 （i）活動に 出会 う ：反応的段 階 ：突然 の 音や動きに驚 く。

P1 （ii）活動に気づ く ；入や物に短 い 時間注意を向ける ： 人の 関わ りへ の 短 い 参加 。

P2 （i）人物に応答し始める ：人物に興味を示す ：注意 を向け 、 微笑 む 。

P2 （ii）人物 に 働 きかけ る ：人 に手を伸ば す 、 発声や しぐさで 訴え る ：や り取 りの 形成 。

P3 （i）意図的なや り取 りの 開始 ：指さ し、自分の 行為 を確か め る、学習 した こ と を 繰 り返す 。

P3 （ii）相互的 なや り取 りの 形成 ： うなつ く、拒否する ：課題解決的な行動

【英語 の 読 みにおける P4〜 P8 の 基準】

45

ハ

07

PPPP

P8

馴染み の ある リ ズ ム や物語がある 。 本 をめ くる等正 しく扱 う。

本の 中の 言葉 や 絵、シ ン ボル を選択す る 。 言葉 と絵 、 シ ン ボ ル の マ ッ チ ン グ。

言葉 と発音の つ なが りを理解 して、言葉 の まとま りを選択 して 認識す る 。

読む活動に興味を持 つ 1右、左 、最初、終 わ り、次 の ペ ージ が わ か る 。 い くつ か の ア ル フ ァ ベ ッ

トに興味を持つ 。

単語、サ イ ン、シ ン ボル 、絵 の 区別が つ く。 自分 の 名前な ど、好み の 単語が わ か る。ア ル フ ァ ベ ッ

トの 形 、 名前 、 音が わか る 。

出典 ：徳永 ・宍戸 ［2004］26 を も とに
一

部修 正．

キ
ー

ワ
ー

ドで検索 を行 っ た結果 10編の 論文が

該当 したが 、 本テ
ー

マ か ら外れ る論文 （例えば

主た る障害が視覚障害な ど）につ い て は除外 し

たた め 最終的 に 該当 した もの は 8 編で あ っ た 。

さ ら に P ス ケ
ール で 検索 を行 っ た結果、該当 し

たの は 2編で あ っ た 。 Table　2 には本論文で対象

とした論文 10編 の 詳細 を記 した 。

　10編 を大まか に では あるが 、テ
ー

マ 別に分類

する と、 カ リキュ ラ ム 内容 に関する研究 （Costley，

1996；Turner，2000；Colwill＆ Peaccy
，
　2001；Rayner，

2011，計 4 編）、 評価方法に関する研究 （Ashdo  ，

1994；Fletcher−Cambll，1996；Chapman ，
2002 ；

Martin，2006；Ndaji＆ Tymms ，2010，計 5編）、 知

的障害児教育の 実態 ・歴史に 関す る研究 （Mittler，

2002
，
1編）で あっ た 。 カ リキュ ラ ム 内容や評価

方 法 な ど 実践 的 内容 を扱 っ た 研究 が 多 い 。

Turner（2000）は、知的障害児の カ リキ ュ ラム に

関する研究動向が 、 1990年代初頭 よ り理念的な

もの か ら実践的な もの へ と移行した こ とを述 べ

て い る （Turner ［2000］67）が、それを支持 した

生活 年齢 5　　 　 　 　 δ　 　　 　 　 7　 　 　 　　 8　　 　 　 　 9　 　 　　 　 10　 　　 　 　 11　 　　 　 　 12　　 　 　 　 13　 　 　 　　 1県　 　　 　 　 15　 　　 　 　 16

掌 年 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 3　 　 　 　 　 　 　 4　 　 　 　 　 　 　 5　 　 　 　 　 　 　 6 7　 　 　 　 　 　 　 8　 　 　 　 　 　 　 9 10　　　　　　　　 11
Kgy KS1 KS2 KS3 KS4

8
藤務教育資格試験 （GCSE ）
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Fig．1 英国 ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の キ
ー

ス テ
ー

ジと達成 目標

　 　　 　　 　　 　　　 　　 出典 ：徳永 ・宍 戸 （2004＞；横尾 ・渡部 （2010）を も と に作 成 ．
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Table　2　知的障害児 の カ リキ ュ ラ ム に関する論文とそ の 概要 （1994−2014）

書誌情報
内容

テ
ー

マ テ
ー

マ の 詳細 対 象

　　 Ashdown ，　R．（1994）Planning　for　their　Future．
1　 Bdtjsh　Joumal 　ofSpeclal 　Education ，21（3），ユ10一　　評 価 方法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 112，

SLD の ため の 特別学校 （St，　Lukc’s　School）
で の キ

ー
ス テ

ー
ジ4 に お ける評 価 方法に つ

　 　　　 　 い て 明 らか に した

SLD

2

　　Costley，　D．（1996）Making 　pupils　fit　the

ftamework ： research 　into　the 　implementation　of

the　national 　cuniculum 　in　schools 　fer　pupils　with 　 カ リキ ュ ラム

moderate 　leaming　di拓 culti じs，　f（〕cusing 　on 　Key

Stage　4．　School　Organisation，16（3），341−354、

キ
ース テ

ージ 4にお け るカ リキ ュ ラム につ い

て 特別 学 校教 員に対 するア ンケ ート調査か

　　　 　　 ら明 らかに した

MLD

　　 Fletcher−Campb ¢ 11，　F．（1996）Just　auother 　piece

　　 ofpapcr ？ Key　Stage　4　accreditation 　for　pupils3
　　　 with 　leaming　diMculties．　British　Journal　of

　　　 　　 Special　Education，23（ユ），ユ5−18．

評価 方法

キ
ース テ

ージ4にお け る評 価 方法、特 に義

務教育資格試験 （GCSE ）とその 結果 によ っ

て 授与され る 認定資格 に つ い て 、重度の

学習 困難児の 教 育に携 わる教 員へ の イ ン

　 　 タビュ
ー
調査か ら明 らか に した

義務教育資格試験

（GCSE ＞で G 評 価

を得るため に必 要 と

なる最低 レベ ル 3に

　達 しない 子 ど も

　　　Tumer ，　A ，（2000）Redefinig　the　past：Ofstcd，
4　　SLD　schools 　and 　the　teaching　ofhistory ．　British

　　　 Journal　ofSpecial 　elldcation ，27（2），67−71．
カリキ ュ ラム

国内における特別学校 で い かに歴史の カ

リキ ュ ラム が 実施 されて い るか につ い て学

校 監 査 機 関 （Ofsted）に より発行さ れ た報

　　　 告 書をもとに明 らか に した

SLD ＆MPLD

5

　Colwill，1．＆ Peacey，　N ．（2001）Pla  in　g ，
teaching　and 　assesSing 　the　curriculurn 　for　pupils

with 　learning　difficultlies： curriculum 　guidelines
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　カリキ ュ ラム

　 to 　supPort 　the 　rcvised 　natiQnal 　curriculurn ．
British　J。  al　ofSpecial 　Educa 亡ion，28（3），120−

　 　 　 　 　 　 　 　 122，

2001 年3月に資格
・カ リキ ュ ラム 開発機関

（QCA ）に より発行 され た カリキュ ラ ム ・ガ

イドライン につ い て文献 を用い て紹介 した

キ
ー
ス テージ4修了

時に ナシ ョ ナル カ リ

キュ ラム の レベ ル 2

に達 しな い 子 ども

6

　 Mittler，　P （2002 ）Education　pupi］swith

　intelleetUal　disabilities　in　England： thirty

years　on 、　 International　journal　ofDisability ，
Development　and 　Education，49（2），145−160．

歴 史 ・制 度・

　 実態

知的障害児の教育の 雁 史、現状及び 課題

につ い て 文献研究を もとに 明らかに した

（主に カ リキ ュ ラム へ の アクセ ス 、通 常 学 校

で の 教育、教員の 専門性に 焦点 をあて て ）

SLD，mental
handicapped

　 　　 Cbapman ，　L．（2002）The　use 　ofP −Scales　in
7　　 scicnc 巳：acase 　study，　School　Science　Review，

　　　　　　　　 83（305），51−64．
評価方法

理科で の 到 達目標を はか るツ
ー
ル としての

P スケ
ー

ル の 有効性 に つ い て 1つ の 特別学

　　 　校の 事例をもとに検 証した

MLD

　　Martin，　A ．（2006）Assessment　using 　the　P 　Scales：

8　　Best　fit−fit　for　the　purpese？・British　Joumal　of 　　 評価方法

　　　　　 Special　Education，33（2），68−75．

2 −19歳の SLD ＆MPLD 児を対象 とした特

別 学校 （Greenside　School）で の実 践 例 を

もとに Pス ケ
ー

ルを活用 した 際の 課題 を明

らか にする とともに、その 課題 を克服する

ため に 開発されたッ
ール につ い て紹介 した

SLD ＆MPLD

　　 Ndaji，　E 鋤   s，　R （2010）The　P　scales ：how

g　 werl 　are　they　working ？ British　Journal　ofSpecial 　 評価方法

　　　　　　 Education，37（4），工98−208．

Pス ケ
ール の 妥当性 につ い て Rasch　model

　　　　　を用い て 検討 した

ナシ ョ ナル カリキュ

ラム の レベ ル 1に 到

達 しない 子ど も

ユ0Rayner

，　M ．（2011）The　curricUlum 　for　children

wi ぬ severc 　and 　profbund　leaming　di出culties　at
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　カ リキ ュ ラム

Stephen　Hawking 　Schoel．　Support　for　Leami エ1g ，

　　 　　　　 　26（ユ），25−32．

SLD ＆MPLD を対象 とした初等特 別学校

（Stephen　Hawking 　School）にお けるカ リ

キュ ラム 内容 の 実 際につ い て明 らか に した

SLD ＆MPLD

結果 となっ て い る 。

　次項で は国内における知 的障害児の 教育の 歴

史及 び実態を概観 した上 で 、対象とした 9編の

論文の 中心的 テ
ー

マ で あ っ た カ リキ ュ ラ ム に関

す る内容 と、その 評価方法に関す る内容に つ い

て 詳細 にみて い く。
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皿．ナシ ョ ナル カ リキ ュ ラム と知的障害特別学

　　校 における課題

　 1 ．知的障害児教育の実態 と歴史的背景

　Mittler （2002）は文献をもとに知的障害児の

歴 史 と今日的課題 を整理 した 。 同論文 に よれば、

現在、英 国で 幅広 く使用 されて い る 「学習困難」

とい う用語 は、1945年 に 11の 障 害 カ テ ゴ リー

の
一

つ に 採用 さ れ た学習遅 滞 （educationally

subnormal ） に代 わ る 用語 と して初め て 、 1974

年に設置 された ウ ォ
ーノ ッ ク諮問委員会で検討

され た もの で あっ た 。 当時の 中心的課題 は、よ

うや く義務教育の 猶予
・免除規定か ら外れた知

的障害や重複障害の 学習環境 をい か に保障する

か で あ っ た 。 「学習困難」 は 、 従来 の 障害の 状

態を表す用語 とは異な り、 子 どもが必要 とする

支援 を表す もの で ある こ とか ら、支援の 充実と、

障害 の ラ ベ リ ン グ の 回 避が 期待 さ れ、1981年

教育法で 正式 に採用 されて い る （Mittler［2002］

146；Norwich ＆ Kelly［2005］2−3）。

　Mittler（2002）は、1990年代前半 ごろか らす

で に知 的障害児 の 中で もダ ウ ン 症児 に つ い て

は 、 その 7割か ら 8割が通常学校で学 んで い た

が 、知的障害児全体で は 、 約半数が特別学校で

学 ん で い た こ と を 報 告 して い る （Mittler，

2002）。 こ の 様子は約 20年が経 っ た現在 に おい

て も大き く変わ ら な い 。 2013年現在 、 支援 の

対象 となっ て い る子 ど もの 中で も比較的手厚い

学習的支援 を必要 と し 、 従来、特別学校の 対象

とな っ て い た子 ど も （ス テ
ー トメ ン ト保持者）

の 53％が 通常 学校 で 学 ん で い る （Department

for・Education［2013］6）。

一方で は 、 全学齢児童

の 約 1．2％ にあた る 96，630人が特別学校 （special

school ）で 学 ん で お り、そ の 半数 （49，
765人 ）

が 中度 ・重度 ・最重 度重複を含む知的障害児 と

な っ て い る （Department　for　Education，2013）。

　 2．多様化 した教育実践 と教 員の専 門性の 問

　　　題

　ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム 導入以前、知的障害

児の 教育にあた っ て は、各学校にお い て独 自の

方法 と内容で組織 的な展 開が な され て きた 。 そ

の た め 、 特別学校が い か に して ナシ ョ ナル カ リ

キュ ラ ム の 実施に対応 した の か に つ い て、本研

究が対象とした論文か ら見 えて きた結果 は実に

多様であ っ た 。 例 えば、ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ

ム を その まま適用 し、教科を基盤 とした時間割

の もと実施 して い たケース か ら、ク ロ ス ・カ リ

キ ュ ラ
ー

アプ ロ
ー

チ
2）

を採用 したケース や 、 独

自に作成 した活動内容と指導計画で ある ス キ
ー

ム ・オ ブ ・ワ ークを もとに実施したケ
ー

ス が報

告されて い た 。

　英 国で は、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の 全部 ま

た は
一

部が児童生徒の ニ ーズ に 関連性が ない 場

合に は 、 カ リキ ュ ラ ム の 修正や適用 除外な どの

方法が教 師に は認め られて い る 。 児童生徒が ナ

シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム に沿っ て学習 して い る場

合で も、 各教科の 内容が児童生徒に よ り学習可

能な もの となる よ うに 、 カ リキ ュ ラ ム 内容の 書

き換 えに よ る 修正 （modification 以 下，モ デ ィ

フ ィ ケ
ー

シ ョ ン）が可能 で ある 。 適用除外は 、

い わ ゆる 身辺 自立 の ス キ ル 練習や サ イ ン 言語 、

基礎 的な読み書 き数量 の ス キ ル の よ うな特異的

ニ ーズ に 集 中 的 に 対 応 す る た め 措 置 で あ る

（Costley［1996］347）。　Costley（1996）の 調査で

は、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の 適用除外が認め

られ て い る に もか か わ らず、教師の 3 分の 2 以

上 （67％）が、児童生徒個人か 集団の た め に モ

デ ィ フ ィ ケーシ ョ ン を行 っ て い た 。 それ もキ
ー

ス テ
ージ 4 よ り低い 水準で 学習 して い る児童生

徒が こ の モ デ ィ フ ィ ケーシ ョ ン の 対象の ほ とん

ど で あ っ た。あ る教師は 「カ リキ ュ ラ ム の 適応

除外はな され る べ きで はな い 。 ナ シ ョ ナ ル カ リ

キ ュ ラ ム は 、 す べ て の 児童生徒 の 要求 を満た す

ために十分 に柔軟で ある べ きで あ る」 （Costley

［1996］347）と回答 した 。 教育の 権利 と機会の

平等が重要で あ り、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の

原理 に反するべ きで は な い と考える教師が 過半

数 （53％ ）で あっ た （Costley［1996］347）。

　学校監査 を担当する教育水準局 （Ofsted）によ

る 3年分 の 報告書か ら、 知的障害児を対象とす

る特 別学校 100校 の 実態 に つ い て、「歴史」 の

教科に焦点を当て て 明 らか に した T  er （2000）

の 研究 に も着 目した い
。 その 結果 に よれ ば 、 対
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象 とな っ た学校の 約半数 が、ナ シ ョ ナ ル カ リ

キ ュ ラ ム で 定め られ た歴史の 内容を十分に実施

で きて い なか っ た 。 例えばその 24％は年問計画

に は組み 込 まれ て は い て も単元構成 と指導計画

と もい うべ きス キ
ー

ム ・オブ ・ワ ーク は策定さ

れ て い なか っ た ほか 、実際に実施 して い た学校

につ い て も指導内容に は差があ り、子 ど もに
．一

日の 出来事 に つ い て振 り返 らせ る こ とをもっ て

歴史の授業と見な して い た学校 も少 な くなか っ

た （T  er ［2000］68）。
　 Tumer （2000）はナ シ ョ

ナ ル カ リキ ュ ラム が導入 され る以前に各学校で

「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」な どの 授業と して 成 立

して い た もの が、「歴史」と い う呼称 に取 っ て

代 わ っ た に 過 ぎな い と指摘 して い る （Turner

［2000］68）。 同様の 指摘 は Rayner （2011）にお い

て もみ られ、 こ うした 事態は ナ シ ョ ナ ル カ リ

キ ュ ラ ム の 形骸化 につ なが る とし て 国内にお い

て常 に議論の 対象とな っ て きた こ とが報告 され

て い る （Royner ［2011］26）。

　 ナ シ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム に よ り教育課程 の 国

家基準が 示 された の は、子 ど もの 学ぶ権利の 保

障 と学 び の 水準の 維持、学 び の 連 続性 と共通化

の 促進 が 目的で あ る の で 、教科名称の み をナ

シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム に対応 させ て も、 各教科

で 学ぶ べ き内容 と達成す べ き水準の 枠 組み で 、

子 どもの 学習が評価 ・検証 され なければ、ナ シ ョ

ナ ル カ リキ ュ ラ ム に沿うこ との 意味が な い の で

ある 。 「歴史」 の 授業が 行われれ ば、「歴史」の

学習内容が習得 され、そ の 達成水準が 評価 され

な けれ ば、名ばか りの 「歴 史」で あ り、カ リキ ュ

ラ ム の 形骸化 につ ながる 。

　 こ の 要因の
一つ に は教員の教科に関する専門

性 の 問題が 挙げられ る。 Costley（1996）は、187

人の 教員に対 し、それ ぞれ の 専門教科を調杢 し

た と こ ろ 、 大半の 教員 が数学 また は国語 （英語）

を専 門 としてお り、

一方で 理科 を専 門 として い

た もの は 8 人 （全体の 4％ ）に過 ぎなか っ た こ

とを明 らか に して い る。
こ の 現状 につ い て 、ナ

シ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム が導入 された以 前に各特

別学校で 中心的教科 とな っ て い た 国語 （英語）

と数学の 専 門性 を有 した教 員が今 も多 い こ と 、

また その 結果 、 特 に キ ース テ
ージ 4 にお い て

理科教 育の 実施が 困難である こ とにつ い て言及

し て い る 。 教 員の 専門性 の 偏 りに つ い て は

Mittler（2002）も特別学校で は 、 ナ シ ョ ナル カ

リ キ ュ ラ ム で 必 修 と な っ て い る lnformation ＆

Communication 　Technologyな どの 教科 を教 え ら

れ る教員が 不足 して い る と同様の 指摘をして い

る　（Mittler［2002］150）
31iD

　 3．教育の権利 ・平等の保 障とニ
ーズ に応 じ

　　　た教育の 間の ジ レン マ

　 ナシ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の 導入 を知的障害児

の 教育 を行 う特別学校 の 教員が ど の よ うに受け

止 め た か を質 問紙 調 査 に よ り明 らか に した

Costley　
4’

（1996）に よる研究で は （251校 に調査

し 187校か ら の 回答 ： 回収率 74％）、 ナシ ョ ナ

ル カ リキ ュ ラ ム の 導入 を 、 結果的に既存の カ リ

キ ュ ラ ム の 向上 に つ なが っ た と い う理由で 高評

価す る教員が全体の 3分 の 1弱 い る
一方で 、か

え っ て現場 に混乱 を招 い た と回答 した教員が全

体の 4分の 1 い た 。ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム に

対 し不満 を感 じて い る教員がその 問題点 と して

指摘 した の が 、 ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム が ア カ

デ ミ ッ ク な 内容 に 偏 っ て い る た め、 治 療

（therapy ）等 に必要 な時間が 十分 に確保 で きな

い こ と、本来子 どもが 身に付ける べ き基礎的ス

キ ルや 能力の 習得の 妨げに な っ て い る こ と、 子

ど もた ちの 学ぶ こ とへ の 動機や 達成感を損 な い

か ね な い こ と な ど で あ っ た （Costley ［1996］

344）。

　すで に述 べ た よ うに 国内に は教育の 権利 と機

会の 平等が 重要で あ り、そ れ ゆ えナ シ ョ ナ ル カ

リキ ュ ラ ム に可能な限 り沿うべ きだ と考える教

員が い る。 しか し
一

方で は 、 知的障害特別学校

は、通常学校 とはそ もそ も異な る こ とか ら、教

育の 権利 と機会 の 平等 の 保 障 と、個 別の SEN

に応 じた最 良の 方法 との 間で ジ レ ン マ を感 じて

い る教師も少な くな い 。 Costley（1996）は 、あ

る教師の 自由記述 が そ の 問題 を要約し て い る と

して 紹介して い る。

我 々 の 特別学校の すべ て の 児童生徒にカ リ
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Table　3　 Cambridge　review に基づ くカリキ ュ ラ ム マ ッ プ

教科領域
アセ スメ ン

トレベ ル 英語 数学 科学
デザイン

・

　技術
歴史 地理 宗教教育 音楽 美術 体育

人格・社
会教育

PIiPI
　iiP2
　iP2
　ii

コ ミュ ニ

ケ
ー

ショ ン
探索 自己の 世界の 発見

P3　iP3
　ii

心

と

体

の

健

康

シ

チ

ズ

ン

シ

冫
と

倫

理

P4P5
より広い 世界へ の 気づき

P6
言語欄 く

話す・読
む・書く

数学 科学・技術 芸術と創造性

P7
場所と時間 信仰と信念

P8

情報工学

出典 ：Rayner［2010】31 を も と に作成，

キ ュ ラ ム の 適用除外を行 うべ きで ある 。 「水

増 し」カ リキ ュ ラ ム は個 々 の 児童 生徒 の

SEN に応 じる最良の 方法には必ずし も必要

な い もの である （Costley［1996］347）。

　と こ ろ で Rayner （2011）の Stephen　Hawking

特別学校の 実践研 究で は 、 ナシ ョ ナ ル カ リキ ュ

ラ ム の 重要性 を認識 しつ つ も、特定の 教科を知

的障害児に教 えるこ とは不 適切で ある と して 、

そ の 子 ど もの 発 達 レ ベ ル に 応 じた独 自の カ リ

キ ュ ラ ム を作成 して い る 。

　同特別学校 で は 、 まずナシ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ

ム に 沿 っ た教育内容が児童生徒 に とっ て適切 で

あるかに つ い て 議論がされ 、   特定の 教科を知

的障害児 に教 える こ とが適切 ・効率的で ある と

い う証拠が な い こ と、   感覚統合 な どの 有効性

の 示 されて い る療育法など、他の 重要な活動を

提供 す る時 間 を含め 総合的に 子 ど もの SEN に

適合する カ リキ ュ ラ ム が 必要 であ る こ と、  P

ス ケ ール は、P3 （ii）レ ベ ル 以下の水準で学 習

す る子 ど もにと っ て 教科別で は ない
一

定の 共通

事 項 を示 し て い る こ と が 共 通 理 解 され た

（Rayner ［2011］25）D さ らに Rayner （2011）は 、

Rose （2009）や Cambridge　Primary　Review （2010）

の 成果 を参照 し つ つ 、学習 レ ベ ル （P レ ベ ル ）

段階 に応 じて 教科内容を合 わせ た形で 領域 を設

定す る カ リキ ュ ラ ム マ ッ プ作成の 有用 性を支持

した （Table　3，　Table　4）。なお、　 Stephen　Hawking

特別学校の カ リキ ュ ラム マ ッ プ は 、 Rose （2009）

や Cambridge 　Primary　Review （2010）とは異な

り、P7 レ ベ ル 以 上 の 水準で は、ナ シ ョ ナ ル カ

リキ ュ ラ ム の す べ て の教科が教科 ごとに指導さ

れ る編成 とな っ て い る （Table　4）。

　 4．知的障害児教育に おける評価の問題

　（1）卒業後の 進路 ・生活 とキース テ ージ4 の

　　　評価

　ナシ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム が知的障害児の 卒業

後の社会生 活に有用で ある の か。義務教育年限

終了時に 、 ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ ム に よる知的

障害児 の 学習評価 をど の よ うに行うべ きで ある

のか 。こ の 点が どの ように考 えられて きた の か

を検討す る こ と も重要で ある 。

　Costley（1996） の 調査 では 、 83％ の 教員が ナ

シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム は 、 知 的障害児の 社会生

活 に 必要 なス キ ル の 習得 に は役立 っ て い な い と

回答 した 。 また 、 具体 的に ナシ ョ ナル カ リキュ

ラ ム が基礎的能力の 習得 に必要 な時 間を十分与

えない と回答した教員も多か っ た （66％）。

　実 際に 知的 障害特別 学校 の 卒業生 （16歳以

降）の 進路の 選択肢 と して 挙げ られた の は 、 「特

別 な継 続教 育 機 関」 （187人 中 174人 93％が 回

答）、特別 な青 少年訓練機 関 （同 ll8人 63％ が

回答）、通常の 青少年訓 練機関 （同 68人 36％）、

特別 学校 で滞留 （同 48人 26％ ）で あ っ た 。 就
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Table 　4　Stephen　Hawking 特別学校 の カ リキュ ラ ム マ ッ プ

教科領域
アセスメント

　 レベ ル 英語 数学 科学 歴史 地理 宗教教育 音楽
デザイン ・

技術
美術 体育

人格・社
会教育

PIiPI
　liP21iP2

　iiP3
　iP3
　hP4P5

より広い世界へ の気づき

　　　一■■■一一■一

創造性の発達
P6 数学 科学

P7P8
歴史 地理 宗教教育 音楽

デザイン・

技術
美術

情報通信技術〔ITC）

出 典 ：Rayner［2010］27を もと に 作成．

職 を選択 肢 に 挙げた の は、64人 （34％ ）の 教

師で あっ た。こ の こ とか ら 、 Costley （1996） は、

ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム は 16歳以降 の 知 的障

害児の 進路選択の 機会 に変化 をもた らして きた

とは思われな い と考察 して い る （Costley［1996］

350）。

　 こ の 調査 結 果 は、1996年時点の もの で ある

の で 、現在 まで に、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の

枠組み で の 教育実践が 、 知的障害児の 卒業後の

生 活に有効 に働 くように な っ たか否かに つ い て

は 、 今後の 研究動 向に留意する必要が あ る。

　次に義務教育終 了時 の キ
ー

ス テ ージ 4 に お け

る評価 に つ い て で ある。

　 ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム で は、英語、数学、

科学 を 中核教科 （core 　subject ）、 その 他 の 9教科

（技術 ，情報通信技術 （ICT）， 歴史 ， 地理 ， 外国

語 ， 美術 ， 音楽 ， 体育 ， 市民教育）を非中核基礎

教科 （non −core 　fundation　subject ）と位置づ けて

お り、これ らの うち中核教科 に つ い て 、 子 ども

た ちは 、 キース テ
ージ 1 〜 3の 終了時 にナシ ョ

ナ ル カ リキ ュ ラ ム ア セ ス メ ン トを、キ
ース テ

ー

ジ 4 終了時 に は 義務教育資格試験 （GCSE ）を受

ける こ とで 評価 される （横尾 ・渡部， 2010）。 キー

ス テ
ー

ジ 4 の 学習 コ
ー

ス の 選択は、2年後の

GCSE の 証明 を得 る うえで 重要 なプ ロ セ ス の ス

タ
ー

トとなる 。 GCSE の 点数は 、 生徒たちが 継

続教育か、訓練か雇用か に必要な資格を判断さ

れ る 共 通 の 指標 と な る か らで あ る （Fletcher−

Campbell ［1996コ15）。

　 しか しなが ら、GCSE は、もともと、 コ
ー

ス

と評価手続きの 設計に際して 、知的障害児の た

め に GCSE 受験資格の 最低基準 となる ナ シ ョ ナ

ル カ リキ ュ ラ ム の 学習水準 レ ベ ル 3 （GCSE に

お ける 最低基準 G 等級）に到達 しな い 生徒 を考

慮 して い な い た め、GCSE の 代替案が 必要 とさ

れた （Fletcher−Campbell匚1996］15）。
　 Fletcher−

Campbel1 （1996）は、1995年に完了 した ナシ ョ

ナ ル カ リキ ュ ラ ム の レ ベ ル 1 か らレ ベ ル 3 にお

ける 小 さな進歩 を示す生 徒の 評価 ・記録
・
認定

の 手続 きを検討す る国家プ ロ ジ ェ ク ト（National

Foundation　fbr　Educationa1　Research：NFER ）にお

ける 知 的障害児教育 を担 当す る 教師 の イ ン タ

ビ ュ
ーを分析 し、GCSE コ ー

ス が 、  試験問題

の 言語・提示 の 点か ら、  2 年間の 学習内容 （抽

象度）の 点か ら、  知的障害児に用 い られ る ス

モ ール ス テ ッ プ指導 と の 非互換性 の 点か ら、 知

的障害児が ア クセ ス で きない もの で ある こ とを

示 した （Fletcher−Campbell ［1996］15−16）。

　Costley （1996） の 調査で は 、知的障害特別学

校教員の 半数が、キ ース テ ージ 4評価手段 とし

て GCSE 試験 の A か ら G レ ベ ル 評 価 に 代えて、

レベ ル G に満た ない 生徒の ため に、形式的で 累

積的 な評価 として 、 1 か ら10レ ベ ル の 評価で 代

替され る べ きと考 えてお り、実際に教師の 3 分
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の 2 以上 が 10 レ ベ ル 評価を用 い て い た （Costley

［1996］　348−349）o

　 こ の 10 レ ベ ル 評価 に つ い て の 詳細 を今 の と

こ ろ 筆者らは掴め て い な い 。しか しなが ら、10

レ ベ ル 評価が 、 GCSE 試験で G 未満の 学習達成

水準に ある子 どもの ための 10段 階評価で ある

た め、ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の レ ベ ル 3 、 す

なわ ち、 2 〜 3 学年、発達年齢で い えば 8 歳程

度未満 の 学 習水 準 を 10段 階 に細分化 して、知

的障害児が到達 した学習達成水準 を記述 しよ う

とした もの で ある と考え られる 。

　 い ずれ に し て も、10段階評価 を用 い た とし

て もそれは非公式 なもの で あ り、 GCSE 試験で

の G 評価は 、 各教科で不合格で ある と い う公的

な証明に しか な らな い の で ある 。

　 こ の た め、すべ て の 発達段 階 に あ る 子 ど

もの ニ ーズ と到 達度 を反 映す る あ らた な評

価 基 準 ・方 法 （nationally 　recognized 　system 　Qf

accreditation ）の開発が望 まれて い た 。 特 に 14歳

か ら 19歳 を中等教 育の 継続 とみ な し、 よ り職

業技術 に重点 をお い た GNVQ （General　National

Vocational　Qualification）や NvQ （National　v（）cational

Qualification）と い っ た GCSE に代わ る評価手段を

用 い る こ とに賛成す る声が大 きか っ た （Costley

［1996］348−349）。

　こ れ まで の 知的障害児教育実践の 積み重 ねや

カ リキ ュ ラ ム の 在 り方に 関する議論か ら、たと

えば 、 日本で は 、 知的障害児 を教育する特別支

援学校 には 、 独 自の 教科 （以下 、 知的障害教育

教科 とする）が設定 され 、 教科等 を合 わせ た指

導 （領域 ・教科を合わせ た指導）の 指導形態が

認 め られ て い る 。 各教科内容 の 各段階 の 設定に

お い て も、 日々 の 生活の 質の 向上や将来 の 社会

生活 ・職業生活 に つ なが る内容が示 され て い る

とされ て い る （文部科学省 ［2009］242−245）。

　欧米 に お い て も、 同様 に、知的障害児に対 し

て 、 実生活で 活用する こ とが で きる 機能的生 活

ス キル （functional　life　skill） を中心 と した教育

内容 が 指導 さ れ て きた （野 口
・米 田 ［2012］

446−450）。

　英 国の 議論や試行錯 誤 は 、 ナ シ ョ ナ ル カ リ

キ ュ ラ ム による各教科の 枠組みで の 学習成果の

認定 と、獲得され た 能力の 総合的評価とし て の

生活 ス キ ル や社会生活 能力 の 枠組み で の 学習成

果の 認定の 2 つ の 枠組 みが必要で ある こ とを示

唆 して い る と考 えられる 。

　（2）P スケ
ール の導入 と活用上 の課題

　ナシ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム の レベ ル 1以上 の水

準に達 して い な い 児童生徒の 学力は 「学習レ ベ

ル 1」（Martin ［2006］68）や 「コ
ー

ドW 」（Ndaji

＆ 尠mms 匚20ユ0］198）と記述 されて い たが 、 よ

り詳細に 彼 ら の 学習到達度や 進歩 を把握 す る

ため 開発 され た の が P ス ケール で あ っ た 。 P ス

ケ
ール は 1998年 に DfEEIQCA （教 育雇 用省 ／

資格 カ リキ ュ ラ ム 局 ：Department　for　Education

and 　EmploymentfQualifications 　and 　Curriculum

Autherity）によ っ て 出版 され た 。　Nd 邸 and 　Tymms

（2010） は、 こ の Pス ケ ール に よ っ て 初 め て 、

ナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム ス ケ
ール で は評価す る

こ とがで きなか っ た児 童生徒の 学習到達度や進

歩を評価 し記録す る こ とがで きるよ うになっ た

と評価 して い る （Ndaji ＆ Tymms ［2010］198）。

P ス ケ
ール は、2001年 と 2004年 の 改正 を経て 、

英語 （話す ・聞 く・読む ・書 く）、 数学 （数
・形 ・

空間お よ び計測）、科学 （科学 的質問 ・生命現

象 と生 物 ・材料 とそ の 特性）、情報通 信技術

（ICT）、 人格 ・社会 ・健康教育 （PSHE ）等の ナ

シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の 全教科 にお い て 、 特 に

レベ ル 1未満の 学習到達度 を記述す る評価基準

と され て い る （Ndaji＆ Tymms ［2010］198）。

　2005年の ガ イ ドライ ン が 示す P ス ケール の 役

割 は 以下 の 5点 と されて い る （Martin ［2006］

68−69）。

  総括 的評価 を裏付 け、年度 また はキース

　　テ
ー

ジ の終わ りに お ける児童生徒に関する

　　判 定と記録 を行 うこ とを教員に可能な ら し

　　め る 。

  ナ シ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム の レベ ル 1以上 に

　　向けた教科 に関連す る特定の 達成 につ い て

　　個 々 の 児童生徒の段階的学習進捗状況 を追

　　跡す る 。
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  教員が 各教科にわたる同水準の 関連ス キ ル

　　 を見極め る こ とを通 して 、 個 々 の 生徒 の横

　　断的学習進捗状況 を特定し記録す る 。

  生徒の 達成度合 い を見極め る 。

  学校全体 の 改善 目標 を設定する ため の 情報

　　を学校管理者に提供する 。

　Ndaji　and 　Tym 皿 s （2010） は、1999年か ら継

続 され て い る Durham 大学 の 評価 ・モ ニ タ リ ン

グ セ ン タ
ー

（CEM ）プ ロ ジ ェ ク トに よ っ て 収

集され た全国の 各学校の P ス ケール の ア セ ス メ

ン トデ
ータ をもとに P ス ケ

ール の 有効性 を 、  

P ス ケ
ール が カ リキ ュ ラ ム の各教科内の学習到

達 レ ベ ル を十分に 区別す るか、  P ス ケ
ー

ル は

カ リキ ュ ラ ム の 各教科問の 学習到達 を区別する

か、  ある教科 の P レ ベ ル が別 の 教科 の P レ ベ

ル と難易度の 点で 同等か、  性差や知的障害の

領域 に よる バ イア ス が あるか、  ボ トル ネ ッ ク

が P8 や他の レベ ル で 存在するか の 5点に つ い て

検証 した 。

　P ス ケ
ール は 、 評価基準と し て 全般 的に 有効

に機 能 して い る こ とが確 認 された が （Ndaji ＆

Tymms 匚2010］208）、教科間の差異に は、到達

レ ベ ル が 比 較的高い 児童 生徒 （MLD 児） に つ

い て は検 出可能で ある もの の 、 学習到達度の 低

い 児童生徒 に つ い て は 、 各教科間で 同 じ属性を

測定 して い る形に なっ て い た （Ndaji ＆ Tymms

［2010］207−208）。また、比較 的能力の 高 い 知的

障害児の 評価の 場合 と、よ り重度、重度重複 知

的障害児の 評価の 場合 とで 、 教 師が P ス ケ
ー

ル

の レ ベ ル 記述 に つ い て 異 なる解釈 をす る こ とが

示唆 された （Ndaji ＆ Tymms 匚2010］206）。

　 こ の こ とか ら、P ス ケ
ール の レ ベ ル 記述 に基

づ く評価 は、学習到達度の低 い 知的障害児 に つ

い て は 、 教師の 経験や考え方に左右され る可能

性がある と考 えられる 。 た とえば 、 P2 （ti）は

「人物に働きかけ る 。 人に手 を伸 ばす 。 発声や

し ぐさ で 訴える 。 」 （Table　1参照） とい うよ うな

人 と の や り取 りの 形成の 段階で あるが 、子 ども

が 表出 した 「手を伸 ばす」 とい う動作か ら子ど

もの 意 図 を読 み取 り解 釈す る場合に、教師に

よ っ て、解釈が 異な っ た り、セ ン シテ ィ ビテ ィ

が低 い 場合 には 、 意図的動作 と して 取 り上 げ ら

れ る こ とな く見過 ご され て しま っ た りする場合

もあ るだ ろ う。

　 Greenside知 的 障 害特 別学 校 の 教 頭 で あ る

Martin（2006）は、自校に お ける P ス ケ
ール に よ

るア セ ス メ ン トの 実践 につ い て まとめ た 。 P ス

ケ
ール 評価が教員の 判 断に拠 っ て い るため 、 評

価結 果が 教 員 ご とに異 な る可能性が 高い こ と

や 、重度の 学習 困難を抱える児童生徒の 平均的

な進歩が 1 年間で 1 つ の P レ ベ ル 以 内で ある こ

とか ら、 P ス ケ
ール は単年度 （1年 間） の 進歩

を評価するに は不適切で ある とされた （Martin

［2006］69）〔，

　P ス ケ ール の 各 P レ ベ ル 記述 が 比 較的大 まか

な もの で ある こ とか ら、各P レ ベ ル 内 をさらに

下位項 目に細分化 した複数の 市販の ア セ ス メ ン

トリ ソ
ー

ス パ ッ ケ
ージ

51
がある 。 Martin （2006）

は 、これ らの パ ッ ケ
ー

ジに は、各P レベ ル 到達

に 向けた 「小段 階」 区分が あるが た め に、P レ

ベ ル の 判 断基盤が 変容し て しま っ て お り、P ス

ケール基準で は な く
一

連の 追加記述 に よ る評価

に な っ て しまっ てお り、 それ ぞれの 小段 階の 記

述 に も恣意的 であ る と感 じられ る もの が ある と

指摘 した （Martin ［2006］70）。また 、こ れ らの

パ ッ ケ ージ で は、あ らか じめ定め られ た小段 階

が達成 され た時点で 自動的 に特定の P レベ ル を

適用す る ため、評価 の権 限を教 員か ら奪 っ て い

る と解釈 された （Martin 匚2006］70）。

　さ らに Martin （2006）は 、 評価 に用い る パ ッ

ケ
ー

ジや P ス ケ
ール の 版に よ っ て 、 同 じ対象児

を評価 して もそれ ぞれ の 評価 にば らつ きが生 じ

る こ とか ら、学校問、学校内を問わず、評価 方

法の
一

貫性の 確立 が重要で ある こ とを指摘 した

（Martin ［2006］71−72）。

　QCA （2005）の ガ イ ドラ イ ン で は 、　 P ス ケ ー

ル に よる 「最適 な判断」（best−fit　judgments）は、

集め た エ ビ デ ン ス を もとに、 どの P レ ベ ル の 記

述文が 最 も児童生徒の 達成度 を表すの に適 して

い る かを判断す る こ とで ある として い る ため 、

Ma 面n の学校 で は、 各P レベ ル の 記述 を 「無＝0
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点」、 「時 々 ；1点」、 「しばしば ； 2点」、 「継続

的 ＝3 点」 と して 教員が評価 し、P レベ ル 評価

を行 う形 を取 っ た （Martin［2006］70）。

　 P ス ケ
ール に よる 「最適 な判断」は 、長期的

なス パ ン で 評価 を行 うこ とと、提示 レ ベ ル 以上

また は以 下に設定され て い る項 目の 達成度も吟

味す る こ と で 、 P レ ベ ル の 判断 を確実にす る こ

とがで きる の で はない か と考 えられる 。

　 （3）カ リキ ュ ラ ム編成と学習水準と して の P

　 　 　 レベ ル

　Ashdown （1994）は 、 学校 は 、 知的障害児を

エ ン パ ワ
ーメ ン トし彼 らの 学習達成 を公表する

手段 として、年次評価 と達成度記録の シス テ ム

を含む全体 的カ リキ ュ ラ ム の 適用方法 を考慮す

る必 要が あ る こ とを指摘 して い た （Ashdown

［1994］111）。 Ashdown （1994）は、関係法令で

は知的障害児が示す よ うなナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ

ラム の 初期段階 にお ける学習の 進歩が定義され

て い ない こ とを問題視 して い た 。

　 こ の 問題は、1998年以降の
一連の P ス ケ

ール

出版 と改正 で、シス テ ム と して は解消され た と

い える の か もしれ ない
。 P ス ケール の 活用 には 、

依然 、 上述 の よ うな課題があ り、 統
一

的な評価

基準 として 教員間 、 学校 間の 評価結果の 差異 を

解消 して 、 着実に機能す る基準とす る こ とがで

きるか 否か に つ い ては、今後 の 実践 と情報 の 蓄

積が待たれ る とこ ろで ある。

　Martin （2006）は、　 P ス ケ ール が 学校全体の

目標設定や学校評価の 文脈に端 を発 して い る と

い う事実は、カ リキ ュ ラ ム 内容 と Pス ケ
ール の

密接 なつ なが りを示唆 して い る と述べ て い る

（Martin 匚2006］73−74）。
　P ス ケ

ー
ル は、ナ シ ョ

ナ ル カ リキ ュ ラ ム の レ ベ ル 1 以上 の レ ベ ル 記述

と同 じ機能 を果たすもの で 、現在の 達成水準の

概 要 を説明す る もの で あ り、詳細 な発達的評価

や カ リキ ュ ラ ム 内容 の 定義 に は使用 で きない

し、 学習指導の ス キーム （指導計画）を構成す

る もの で もない 。

　 しか しなが ら、上述 の よ うなP レベ ル の 記述

をよ り小 さな ス テ ッ プに分解す る評価ア プ ロ ー

チ で は、チ ェ ッ ク リス トにある各項 目を達成す

るこ とで 次の レ ベ ル に到達す るた め 、 チ ェ ッ ク

リス トが カ リキ ュ ラ ム 内容を定義 して しまうこ

とになる　（Martin［2006］74）。

　こ の よ うに 、 知 的障害児の 教育に お い て は、

カ リキ ュ ラ ム 編成 と評価 の 境界が曖昧 に な り、

チ ェ ッ ク リス トに沿 っ て課題 をク リア して い く

こ とが 学校で の 学習 内容で ある とされ て しまう

危険がある 。

　本来 、 児童生徒が 望 ましい 成長 を遂 げるため

に必 要な諸経験 を彼 らに提供 し ようとする全体

的 計画 が 学校 カ リ キ ュ ラ ム で あ る 。 特定 の

チ ェ ッ ク リス トや プ ロ グラ ム の み の 実施が、学

校の授業全体になる よ うなカ リキ ュ ラ ム の矮小

化 や 画
一

化 は 阻止 され な けれ ば な らな い だ ろ

う。

N ．おわ りに

　英 国 で は 、 1988年教 育改 革法 で 、 教育水 準

の 向上、達成 目標、達成度評価の 基本的 な枠組

み となる ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ ム が導入 され

た 。 しか しなが ら 、 子 どもの 能力にかか わ らず

すべ て の 児童生徒 にナシ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム が

適用可能で ある とい う考え方は 、 当初か ら 「特

殊教育」 の 展開過程 を十分 に参照 して い ない と

批判 され た 。 そ して こ の こ とか らくる制度的 ・

組織的不備が、中度 ・重度知的障害児教 育にお

けるナ シ ョ ナル カ リキ ュ ラ ム の 適用 を難 し くし

た 。

一
つ に は特別学校の教 師集団に お ける 教科

専門性の 偏 りで あ り、
一

つ に は知的障害児が示

す ようなナ シ ョ ナ ル カ リキ ュ ラ ム の 初期段階 に

お ける学習の 進歩が 定義 さ れ て い な い こ とで

あっ た （Ashdown ，
　1994；Costley，　1996）。

　後者の 問題 は Pス ケール に よ っ て 2004年以降

は改善され 、各教科の 達成水準が レ ベ ル 1 以下

の 知的障害児 を教育す る学校 も教 師も、 各教科

の 枠組みで 、 評価 が可能に な っ た 。 ただ し、初

歩的な学習水準の 重度 ・最重度の 知的障害児の

評価は教科 の 枠を超 えた共通の 基準で 評価 され

る 。

　実 際の 知 的障害特 別学校 の カ リキ ュ ラ ム で

は、教科外 の療育
・訓練方法の 時間 も含め て 、
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い くつ かの 教科 領域 を合 わ せ る 形 で 学 校 カ リ

キ ュ ラ ム の 編成 が行われて い た。

　教科領域 に分け られ な い Pl 〜 P3 の 学習レベ

ル
、 教科領域 に区分 され て い る もの の 通常 の 教

科レ ベ ル の 学習の 基礎や 前提 とな る P4 〜 P8 の

学習 レ ベ ル 等 の 関係性は、日本 の特別支援学校

にお ける 自立活動を中心 とした教育課程 と知的

障害教 育各教科等に よ る教育 課程 と の 関係性

と、 障害程度や学習段 階に もとつ くカ リキ ュ ラ

ム 編成手続 きの 上 で 類似する点が ある よ うに思

わ れる 。

　 すなわち、知的障害教育教科 は 、 発達年齢 1

歳程度以上 を想定 し、教科別に、教 師 と
一

緒 に

教師の 直接援助 を受け なが ら学習する小学部 1

段 階 、 教 師の 言葉かけや示範に よる 間接援助を

受けなが ら学習す る小学部第 2段 階な どの 形で

内容が大 まか に示 され て い る 。実際の 指導に 当

た っ て の 具体的な学習内容の 選定は 、 こ の 大 ま

か な内容 を参考 に、子 どもの実態 に即 して、教

師が行うこ と と され て い る。また、領域 ・教科

の 内容の
一

部 また は全部 を合わせ て 指導す る こ

とも、 必要 に応 じて行 える 。

　さ らに、発達段階 1歳以前の 内容 につ い て は 、

通常教科 は もちろ ん の こ と、知的障害教育教科

で も、示 され て は い な い 。 学習が 困難な子 ども

に は 、 各教科 ・領域 の 内容の
一

部 また は全部を

主 として 自立活動 に替えて 指導す る こ とが認め

られ て お り、 自立 活動 で 示 さ れ た 6 区分 26 項

目 の 内容 か ら、子 どもに必要 な内容 を選択 し、

具体的な指導内容は個別の 指導計画 に よ っ て 設

定され る。

　 日本 におい て も、 知的障害児の 現在の学習水

準をど の よ うに評価 して 、 指導計画 を立 て て い

くの か、 どの よ うなカ リキ ュ ラ ム を提供する の

か は、大 きな課題で ある 。

　ある程度の 段階まで の教科学習が可能な知的

障害児の 各教科 の 学習の 成果を各教科の 達成水

準で記述する こ とで 、 知的障害教育教科 と通常

教育教科の 連続性が 明確に され 、 子 ど もに 、 本

来学ぶ べ き学習内容が漏れ な く提供 される よう

に なる ならば 、 教科ご との 達成水準に基づ く学

習到達水準 の 評価 には意味があ るだ ろ う
ω

。

　卒業時の 資格 ・教育証 明と い う点で は 、 義務

教育修了・般 証明書 （GCSE ）の 最低 基準 は レ

ベ ル 3 の 学習達成水準 とされ 、キ
ース テ

ージ 4

の 「終了」時に レ ベ ル 3 に満た な い （レ ベ ル 2

以下に とど まる） と考 えられ る知的障害児の義

務教育修了証明の あ り方が課題 とな っ て い た 。

　通常教育ス タ ン ダ
ー

ドに基づ い た教育内容の

提供 、 すなわ ち通常 カ リキ ュ ラム へ の ア クセ ス

が 、知的障害児の 「自立 と社会参加」へ 寄与す

る の か と い うMcLaughlin （2010）の 疑問に つ い

て は、本稿の 予備的文献 レ ビ ュ
ー

で は、寄与す

る と明言で きる結果は得られ なか っ た。今後は、

英国の 情報 をさらに収集す る と と もに 、 口英米

の カ リキ ュ ラ ム ア ク セ ス に つ い て比較検討 した

い
。

付記

（1）本研究は科学研究費補助金 （基盤研究 C　研 究

　　代表米 田宏樹 （課題番号 25381293））に よ る 研

　　究成果の
一

部で あ る 。

（2）本稿 は 、 米田
・宮内に よ る共同討論後に、米

　　田 が 1，III−3，4、　 IV を、宮内が II，　III−1，2を主に執

　　筆し、執筆原稿を再度2名 で 推敲し た。

註

1）英 国 の 義務教育は 5 歳か ら 16歳で あ り、子 ど

　　もた ち は 公立 学校の 場合、 日本 の 小 学校 にあ

　　た る プ ラ イ マ リー
ス ク ー

ル に 5 歳か ら11歳 ま

　　で 、中学校 に あた る セ カ ン ダ リ
ー

ス ク ー
ル に

　　12歳か ら 16歳まで通学する。

2 ）特定 の テ ーマ に つ い て 複 数 の 教科 ・科 目の 内

　　容を相互 に関連づ けて 学習する総合的な学習

　　の 方法で あ る。

3）英 国 で は日本 と 異 な り教 員の 採用 は 、各学校

　　の 校長 に ゆ だね られ て お り、教 員 の 異動 も存

　　在 しな V  小規模 の オ ール エ ージ ス クール （5

　　〜16歳ま で を対象 と した学校）で は ナ シ ョ ナ

　　ル カ リキ ュ ラ ム に準 じて指導の 出来る教員を

　　雇用す る こ とが困難な学校 もあるな ど 、 英国

　　独自 の 課題が存在する こ とも念頭に 入れ て お

　　く必要が ある。

4）Costley（1996）は、中度学 習困難児教 育 の 特
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　 徴 として 、 中度学習困難児の 読み 書 き算 に 関

　 する 基 本的な困難 は、生 徒 の 社会的
・情緒的

　 問題 に よ っ て 悪化 して い る た め、特別学校で

　 は しば しば通常 と は異なる教授ア プ ロ ーチが

　 用 い られ る こ と、こ の こ とか ら、 キ
ー

ス テ
ー

　　ジ 4 に お い て は、教授一学習方法 と同様に 教

　 育内容 に つ い て も しば しば異 な る こ と、多 く

　 の 特別学校 で は 、 ナ シ ョ ナ ル カ リ キ ュ ラ ム 導

　 入以前 に、児童 生徒 の 発達 に とっ て 重要 だ と

　 考えられ る 人格教育 と社会教育 と結合した 「生

　 活ス キル 」プ ロ グ ラ ム を発展させ て きた こ と

　 等 を挙 げ て い る （Costley［1996］342）。

5）Martin （2006）は、例えば以下 の よ うな市販の

　　ッ
ール を検証して い る。  BSquared ＝チ ェ ッ

　 ク リ ス ト手法に よるパ ッ ケ
ー

ジで 、評価は P レ

　 ベ ル の 割合で表され 、基準となる の は P ス ケー

　 ル 記述その もの よ りもBSquared ス テ ートメ ン

　　トであ る 。   PIVATS （Performance ・lndicators

　 fc）r〜Value　Added 　Targct　Setting）ス キーム ＝P ス

　 ケール の 拡張 版で、各P レ ベ ル は 「e」（最低）

　 か ら 「a 」（最高〉ま で細分化さ れ て い る （例 ：

　 P6b）。   PACE ス キーム は、　 P ス ケ
ー

ル 評価 に

　 客観 的 な ッ
ー

ル を提供する 。 各教科 に お ける

　 代表的 な Pス ケ
ー

ル 項 目の 評価 シ
ー

トか ら構成

　　されて い る 。 そ れ ぞれ の シートに は 、各P レ ベ

　 ル の タ ス ク や達成基準の 詳細が示 され て い る

　　（Martin［2006コ69−70）D

6 ＞知的障害児教育は、学 ぶ べ き内容 を子 ど もに

　 わか る形 で どの よ うに教える か に こ だ わ っ て

　　きた 教育で ある 。 ど の よ うな指導形態 と活動

　 の 題材 で 子 どもに学 ば せ るか と い う教育方法

　 論は 、 譲れ ない 点で ある と考え られ る。内容

　 の 示 し方 につ い て は、イ ン クル
ーシ ブ 教育 シ

　 ス テ ム を構築する 上 で 、通常教育や 他障害の

　 教育 との 整合性 や
一

貫性 をどの ように担保 す

　 る の か と い う視点か ら の 議論が必 要で あ る と

　 考え られ る 。
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Current Conditions and  Issues in the Curriculum for Children with

    Moderate and  Severe Learning Difficulties in England:

 Based  on  the Reyiew  of  Literatures published from  1994  to 2014

Hiroki YONEDA  and  Hisae MIYAUCHI

 The present study  examined  current  conditions  and  issues in the applieation  of  the National

Curriculum to the education  for children  with  moderate  and  severe  learning difficulties in England. Tb

implement  National Cuniculum  in the  special  school  fbr students  with  MLD  ! SLD,  subject  expertise

of  teachers, flexibility of  the curriculum  to meet  SEN  of  each  student,  and  consistency  of assessment

methodology  in using  the P-Scales are needed.  It is not  Iikely that access  to the National Curriculum

helps the student  with  MLDfSLD  to become a  social  participant.
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